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要約   

仲玩見ね一班erfわ虎は、詩や言葉遊びに満ちた、大人が読んでも楽しい作品である。中学の通常授業で扱うのは分  

量的にもやや困難であるが、テーマ学習という希望者が少数で集まって輪読することは可能である。教科書に出て  

こない表記や言葉遊びに接することで、参加者の言語に対する意識は確実に向上する。本稿では、件数皿か娩e助成  

の読みどころとテーマ学習での展開、参加者の発表について述べる。   

キーワード：言葉遊び、談話的展開、詩のリズム、会話のストラテジー  

択肢に入れて、参加者を募った。結果、14名の生徒が  

集まり、また馳ゐ一班e勃α丘を読むのでよい、とい  

うことになった。   

本稿では、恥刀元一地erfわ虎の読みどころと、ほぼ  

8ケ月のテーマ学習で行った実践について述べる。   

2．第1章〝〃〝／β一助β「佃（めの導入  

2．1〟〝J／β一助針ね（めの背景とテーマ学習日程   

秤払njb－thebohの作者A．A．Milneは、自分の子供  

ChristopherRobinMilneとぬいぐるみのクマに触発  

されて、Poohの物語を書いた。2シリーズあり、1つ  

はI佗打点由一班e勃αゐ、もう1冊は乃e月buβeaとfb虎  

伽甜、また関連した詩集がもう2冊ある。つまり、  

全部で4冊である。これらすべてをテーマ学習で扱う  

余裕はない。結局、I侮刀由一班e勃αゐ1冊だけを輪読  

することにした。しかし、これ1冊でもそれぞれが独  

立した話が10章あり、平均10ページ強あるので、中  

学3年生にはかなり負担になるかと思われた。   

ほぼ8ケ月のテーマ学習というと長そうであるが、  

大まかに言えば月1回、2時間ほどである。以下に、  

日程を示す〈毎回土曜日である〉。  

1．はじめに   

数年前、40半ばで初めて仲艶瓜元一班er助成を読ん  

だ。日本語でも読んだことがなく、ディズニーのアニ  

メでも見たことがなかった。それだけに、子供向けの  

物語と思って読み始めたところ、まったく新鮮な驚き  

を与えられた。もちろん、子供が読んでも楽しい話で  

ある。しかし、大人が読んでも充分楽しめるような言  

葉遊びの数々、さまざまな詩、会話の妙、登場人物の  

個性のバリエーションなどに満ち満ちている。ぜひ、  

授業で生徒と読んでみたいと思った。しかし、通常の  

授業で扱うには少々長すぎる。しかも、ただ意味が取  

れればいい、という作品ではない。また、あまり文法  

的な解説をするようなこともしたくない。そうこうす  

るうちに、数年たってしまった。そんな折、2006年度、  

中3のテ←マ学習を担当することになった。   

中3といえば、おおよその文法事項は出てくる。ま  

た、小さいころ「プーさん」の話は読んだり見たりし  

ているかもしれない。また、そもそも、興味のある生  

徒が集まるのだから、多少長いものもクリアできるで  

あろう。テーマ学習の表題は「英国児童文学を読む」  

として、オリエンテーションでは散見由一娩ejもα占を  

紹介しながら、乃e C鮎Ⅶコ元ねβ8ヂ〟血や乃e  

月最妨玖AJわe去Ad陀乃f【〝℃β血仲Z∽血血刀dなども選  

Using研血ib－ihe勃ohasaTbxtfortheTheme・basedStudiesintheJuniorHighSchool  
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◎ 2006年度テーマ学習日程  

6月3日：テーマ学習オリエンテーション  

6月17日（2hrs）：第1回Chapterlwe  

introducedtoWinnie－the－Poohandsomebees  

9月16日（2hrs）：第2回  

Chapter2Poohgoesintoatightplace  

lO月14日（211rS）：第3回  

Chapter3PoohandPigletgohunting  

ll月18日（2brs）：第4回  

Chapter4Eeyorelosesatail  

l月13日（4hrs）：第5回  

Chapter5PigletmeetsHeぽalump  

Chapter6Eeyorehasabirthday  

l月27日（4hrs）：第6回  

Chapter8ChristopherRobin，tOtheNorthPole  

まとめ：CommentsfFOmeaChstudent  

になっている。登場人物はPoohとChristopherRobin  

のみで、Poobが好物の蜂蜜を取ろうと、ミツバチの  

群がる木に登っていくさまを面白おかしく伝えている。   

仲玩刀元一班erfもα力で大切なのは、ただストーリー展  

開の面白さでなく、言葉遊びの面白さがふんだんにあ  

ることだ。第1章でも、例えば“Winnie－the・Poohlived．  

in a 永）reSt allby himself under the name of  

Sanders”という文がある。Underthenameof～は通  

常「（ペンネームなど）～という名で」という意味だが、  

挿絵を見るとまさにSanders という名の表札の下に  

Poohが住んでいるのだ。   

その挿絵もErnestH．Shepardによって、作者の意  

向に沿った形で描かれている。例えば、Poohが蜂蜜  

を求めて木を登っていく挿絵とその描写“He climbed  

andheclimbedandheclimbed，．．．”のコンビネーシ  

ョンは素晴らしい。そこでは、大きな絵の脇に“He”  

“climbed”“and”と1語づっ行を変えて配してあるので、  

読者の視線は文を読みながら次第に下に降りていき、  

同時に絵の中で木につかまっているPoohは相対的拉、  

ゆっくり木を登っていくように感じられるのだ。   

言葉遊びのもう1つの特徴は、詩があちこちに出て  

くることである。上で述べた木登りのシーンに続くと  

ころで以下のような（Pooh 自作という形の）詩が登  

場する。   

血吉元血刀旦ア   

月bⅣaム朗∫亜eg丘00qyア   

βぴZZ／β乙エZZノβぴd   

∫m血吻力e（わeぶア   

非常に意味もわかりやすいし、リズムもいい。そし  

て韻も踏んでいる。Rhythmとrhymeという詩の特  

徴が端的に示されている。今日にいたるまで、日本の  

英語教育では詩の扱いというものが非常に消極的であ  

る。教科書の扉に申し訳程度にBrowningの詩が載っ  

ていたりするが、どう扱うかは明確でない。高校の教  

科書で、まれにPoetryforyouというような課がある  

が、今度はいきなりWbrdsworthの“Rainbow”など  

が登場する。どうしても敷居が高い。仲池月ゐ一班eイもαム  

に出てくるこのような詩から入って、まず音の響きの  

面白さ、リズムの心地よさを実感させることが大切な  

のではないだろうか。   

第3の言葉遊びは⊥言葉遊びというのは適切でない  

かもしれないが一文の展開の面白さである。Poohは  

子供向けにしては、文の展開のちゃんとした、（Poob  

2．2 第1章の扱い   

第1回は、仲加点元一班er月フαゐの内容への導入ととも  

に、善かれた英語のレベルへの導入でもあった。そこ  

で、いきなり原文だけでは難しいと思い、注釈をふん  

だんにつけたものを用意した。いわば、補助輪をつけ  

て自転車に乗る心持ちである。幸い、A．d．肋e（谷  

本誠剛他2002）が、ミルンの紹介とともに、いくつか  

の詩、および恥丑由一蕗er月フ虎第1章の注釈つき読み  

物になっているので、これを利用することにした。第  

1回目の流れは以下のとおりである：  

1）自己紹介（この講座に期待するもの、読んでみたいも  

の）  

2）作者のMilne紹介（短い文章を読む）  

3）第1章黙読（注釈を便りに各自で読んでみる）  

4）ディスカッション（内容について、疑問点、意見を言  

い合う）   

なお、朗読を味わうのも非常に大切なことなので、  

Winnie－the－PoohreadbyAlanBennett（BBCRadio  

Collection）を使用して、黙読の後に聞かせた。この朗  

読は簡略版（abridged）で、ところどころ端折ってあ  

るが、BBCで放送されて好評を博したものであるので、  

利用することにした。   

第1章は、Winnie－the－Poohの名前の由来について、  

作者のMilneが息子のChristopherにせがまれて話を  

始めるような形で始まり、次第にお諸に入っていき、  

最後はまた父と息子の場面という「枠構造」（谷本P91）  
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3．第2章と談話的な展開、表記法と音声化  

3．1談話的な展開の例   

この章は、PoohがRabbitの穴を訪ねて、そこで蜂  

蜜を食べ過ぎ、出口のところにはまってしまい、  

ChristopherRobinを始めとする仲間が救出するとい  

う詣である。2名のレポーターは大筋についてはわか  

ったようで、要約を用意していた。1名は全訳をして  

いた。全体の意味は取れるものの、細かいところは曖  

昧な点が多かった－というか、件数旧元・班er月氾丘の  

持つ文章の工夫に気づいていなかった。例えば、一見  

何の変哲のない以下のような対話である。（Poobが  

Rabbitを訪れて、いるかどうか聞いている場面。なお－  

下線は筆者）  

P：Isanybodyathome？  

（scufningsound，thensilence）   

PWhatIsaidwas‘1sanybodyathome？”   

R：No！Ybuneedn，tshoutsoloud．   

P：Isn’tthereanybodyhereatal1？   

R：Nobody．   

P：（theremustbe somebody；because somebody  

musthavesajd“nobody”）  

Hallo，Rabbit，isn’tthatyou？   

R：No．（inadi蝕rentsortofvoice）   

P：Butisn，tthatRabbit，svoice？   

R：Idon’t班inkso．Itisn，tmeanttobe．   

P：Oh！Well，COuld you kindly tellme豆here  

Rabbitis？   

R：HehasgonetoseehisfriendPoohBear，Whois  

agreatfriendofhis．   

P：ButitigMe！   

R：WhatsortofMe？   

P：PoobBear．   

R：Areyousure？   

P：Quite，quitesure．   

R：Oh，Well，then，COmein．   

ここでは、在宅かどうかを尋ねるのに、相手の反応  

でPoohは実に色々なバリエーションで聞き返してい  

るのが面白い。もちろん、相手の反応もどんどん変化  

するので相乗効果がある。まずは、無色透明の質問と  

してIsanybodyathome？と問う。それに対してただ  

ごそごそ音がして後は沈黙。Poohは確認の意味で  

W掴‘1sanybodyatbome？”という。単に  

Isanybodyathome？とだけ言っているのではない。  

なりの）論理展開が働いている場合がある。ミツバチの  

ブンブン言う音を聞いてPoobは考える：  

“That buzzing・nOise means something． Ybu  

don’tgetabuzzing・nOiselikethat，justbuzzlngand  

buzzlngWithoutmeanlng SOmething．Ifthere’s a  

buzzing－nOise，SOmebody’s makinga buzzing－nOise  

andtheonlyreason払rmakingabuzzing・nOisethat  

Iknow ofisbecause you’re abee．Andthe only  

reasonfor being a beethatIknow ofis皿aking  

honeylAndtheonlyreasonformakinghoneyisso  

asZcaneatit．”   

ここで、“theonlyreason…”で始まる3つの文は、  

主語が長くて、何かまどろっこしい印象を与える。し  

かし、ここではそれが、まさにPoobの思考ののろさ  

を感じさせていい効果を生んでいる。また、その後に  

どんな陳述が続くのかを読者にわくわくさせるサスペ  

ンスもあり、その陳述が大したことがないので  

anticlimaxの効果も上げている。一般に、英語では主  

語が長い「頭でつかちの文」は避けられる傾向にあり、  

＜It～tO…構文＞の代理のitなどはそのように説明さ  

れる。しかし、実際は単純な長さの問題ではない。上  

のPoobの文が、まどろっこしくはあるが文として不  

恰好ではないのは、主語の大部分が、その直前の情報  

を受けて繰り返しているだけの旧情報なので、読者に  

は負担にならないのだ。むしろ、そういうパターンが  

3度続くことで独特のリズムを醸し出している。した  

がって、「頭でっかち」云々を言う場合は情報構造の視  

点も考慮する必要がある。上の文はその好例と言える。   

第1回の輪読が終わり、この文章なら、秤書を引き  

ながらなんとかなりそうだということを確認したあと  

で、次回からの担当レポーターを決めた。また、以下  

のことを指示した。   

☆ 次回の担当（レポーター）について  

・意味を良く調べて、他の生徒の質問に答えられるよ  

うにする。  

・B5版程度の要約を作る。  

・特に自分が印象に残ったところを解説する。   

☆ 他の生徒  

・予め、その章を読んでおく。分からないところを質  

問する。  

・どんな印象を持ったか、感想を言い合う。  
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それに対してNo！の答え。今度はIsn，tthereanybody  

hereatall？と否定疑問文で尋ねる。ここで、生徒に始  

めの質問と否定疑問文ではどういう違いがあるかを聞  

いてみたが、あまりはっきりとした回答が得られなか  

った。否定疑問の方は「相手がいる」と言うことを前提  

としての発言であり、それぞれの発言はPoobの感情  

を反映しているのだ、ということを指摘した。以下、  

やはり返事の相手はRabbitであろうという気持ちが  

働いているのでIsn，tthatyou？Isn，tthatRabbit，s  

VOice？と否定疑問で尋ねている。ここが、もしIsthat  

you？になると全くおかしなことになってしまう。  

Rabbitのほうも、単にNoからNobodyと変わり、特  

に面白いのは「ウサギの声じやないの？」に対して圭  

don伽と、いかにも第3  

看であるかのように答えながらitisn，tmeanttobeは  

本人の立場で答えているようでもあり、しっかり正体  

を表している点だ。ところが、Poobはそれを疑わず、  

相手がそこまで言うなら、返事の主はRabbit以外の  

ものと認識を改め、そうなると突然質問の仕方も見知  

らぬ人に尋ねる丁寧な形になっている。それが、Well，  

COuldyoukindlytellmewhereRabbitis？である。  

Poohぱ’Bearwithlittlebrain”という設定だが、対人  

関係の表現の違いなどは非常によく使い分けている。  

このような、心的変化が表現の変化に反映する、とい  

うことも、あまり学校の授業で教えられてこなかった  

と思われるし、そもそも教科書にそのような例が出て  

こないのだ。  

イントネーションが響いていなければ、正しい解釈・  

鑑賞は出来ない。この点も、学校の英語教育で欠けて  

いる点であろう。   

この章の終わりには、Poohが皆のおかげで穴から  

引っ張り出されて、めでたし、めでたしとなるのだが、  

その引っ張り出す場面は、あの「大きなカブ」を思い起  

こさせる。そこでインターネットから英語版（乃e  

励am∂掴飽m粛をダウンロードし、残りの時間で  

扱った。これも、独特のリズムがあり、一つのパター  

ンで書かれているため、全員で音読するのに適した教  

材である。たまたま、ロシア語版をラジオのロシア語  

講座でやったばかりだったので、そちらも聞かせてみ  

た。ロシア語では、単語によって格変化があるため、  

語尾が自然に韻を踏むような現象があり、音の楽しさ  

を教える上では英語に限らず扱ってみてもいいのでは  

ないかと思われる。   

4．第3章と言葉遊び、音の持つイメージ  

4．1青葉遊びの例   

この章ではPoohの友人Pigletが登場する。話自体  

はたわいもなくて、Poohがある木の周りをまわって  

いるうち、何者かの（実は本人の）足跡に気づき、それ  

を求めてさらに木の周りをまわっているところに  

Pigletが合流し、2人が怖がっているところを  

ChristopherRobinにたしなめられる、というもの。  

ここでは、言葉遊びと音の持つイメージに注目させた  

い。   

第3章の言葉遊びはちょっと高度である。Pigletの  

家にば‘TRESPASSERSW，という立て札があるが、そ  

れを自分のお爺さんの名前と思い込んでいる。いわく、  

Wは吼1でさらにはW皿amの省略形であるから、  

お爺さんの名前はTrespassersWi11iamだ、というの  

である。レポーターは、これを単なる名前と思って解  

釈しており、また他のメンバーでも異論を唱えるもの  

がいなかった。「treSpaSSの意味を辞書で引いてごら  

ん」と指示したところ、生徒の持っている電子辞書で  

この語が載っている機種が一つもなかった。結局研究  

社の大英和を引いて「罪を犯したもの；許可なく他人の  

土地に侵入する者－Trespasserswillbeprosecuted  

侵入者は訴えられます（掲示板）」ということを導いた。  

ここに至って、Pigletの家の立て札はどこかの掲示の  

切れ端を取ってつけたものだということが了解された。  

この言葉遊びがどのような日本語に移し変えられてい  

3．2 表記方と音声化－イタリック体の意味   

上の対話で、Rabbitが、「彼は友人のプーさんに会  

いに行ったよ」と返事した時、PoobがBut比嘉Me．（そ  

もそも僕がその相手のプーだよ）と答える際、そこにイ  

タリック体や（文中なのに）大文字での表記が出てくる。  

生徒は、これにも面食らったようで、質問してもピン  

と来ていなかった。ある特定の単語を強調したい場合  

その語をイタリック体にするが、文全体を強調したい  

場合は（be動詞がある場合は）そのbe動詞が強く読  

まれ、表記の際はイタリック体にする。上の発言の場  

合、「（君の言っているその）プ一本人だ」ということで  

meも強調したいために、そちらは大文字で始めてい  

る。このように、文字化された文章には、音声が伴わ  

ないことを補完するために表記上様々な工夫があり、  

黙読する際もその表記を踏まえて、耳にはそのリズム・  
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るか、石井桃子氏（2000）の訳をみてみると「トオリヌ  

ケ・キ」となっており、Pigletのお爺さんの名を「トオ  

リヌケ・キンジロウ」としていて、見事に言葉遊びまで  

訳出されていた。この言葉遊びの深さは，生徒にイン  

パクトを与えたようだった（今回の終了時に書かせた  

感想に、このことに触れたものが多かった）。  

以降のレポーターは、言葉遊びがあると日本語にどの  

ように移し変えるか、意識していたものが多くなった。  

このように、言葉遊びは自国語への意識も高める効用  

がある。  

ったのだ。確かに教科書では、このようにハイフンで  

いくつもの単語がつなが れているケースはまず出てこ  

ない。しかも、ここではその前後にダッシュまで使わ  

れている。わからないのも無理はない。ダッシュやハ  

イフン、コロン、セミコロンなど、いわゆる句読法  

（punctuation）についても、もっと教える機会が必  

要ではないだろうか。   

なお、内容的には得体の知れないものを探る場合、  

読者は登場人物を追体験してスリル感を味わうのが普  

通だが、ここでは自分の足跡をぐるぐると追いかける  

ので、追いかければ追いかけるほど、登場人物の行動  

がこっけいに見えて「いいかげん気づけよ、プー」と  

でも言いたくなってくる。そこが面白い。もちろん、  

子供の中には自分の足跡を追っているとは気づかず、  

Poob とともに、わくわくしながら得体の知れないも  

のを追いかけ、最後に「なーんだ」ということになる  

かもしれない。そういう楽しみ方も全くありうること  

であるし、中学3年生でも話し全体が見えていないと、  

最後までオチに気づかないものもいる。感想の1つに  

「今回は訳して呼んでいるだけで考えなかったので最  

後までわからなかった。今度はもっと考えて読みたい」  

というのがあった。   

5．第4章とキャラクター、言葉遊び2  

5．1キャラクターの面白さ   

この章では、ロバのEeyoreとフクロウのOwlが登  

場する。Eeyoreは自分のしっぼがなくなり、ふさぎこ  

んでいる。もともとメランコリックな性格であるらし  

い。そこでPoohがしっぽを探しに出かけ、Owlに相  

談する。結局、Owlのドアの呼び鈴のヒモ代わりにつ  

いているのがEeyoreのしっぼとわかり、持ち主に返  

す、というもの。   

ここでは、まず登場人物のキャラクターの面白さが  

ある。Eeyoreも、Pooh同様、思考回路がとろいとこ  

ろがあるようだが、Poobが基本的に楽天的なのとは  

対照的に非常に悲観的なところがある。また、やけに  

哲学的なことを言うそぶりがあると思うと、一方で相  

手の言葉の字句どおりに反応して、うまくコミュニケ  

ーションが取れないところがある。例えばPoobの挨  

拶“Howareyou？”に対して、“Notveryhow．”などと答  

える。Poobが相談に行くOwlも面白いキャラクター  

の持ち主である。森で一家言あるものと思われていな  

がら、実際は字もまともに書けず、やたらと bard  

4．2音のイメージ   

もう1つの、音のイメージの例は、Poohが何者か  

の足跡と思っている、その何者かをWbozleという名  

で呼んでいることである。なんとなく、Wbozleには背  

中をぞくぞくっとさせるような響きがある。ちなみに、  

WOOZy という単語があるがその意味は“鈷el血g  

unsteady，COnfusedandunable七Othinkclearly”とあ  

る。また、さらにちょっと′J、ぶりの足跡に遭遇した際、  

今度はWizzleだと説明する。これも、Wbozleの持つ  

後舌母音のほうがWizzleの前舌母音より、広がりを  

感じ大きいイメージがあることから納得の行くことで  

ある。“glノ’ではじまる単語は「キラキラ、ギラギラ」  

というイメージのものが多いし（glare，gleam，glint，  

glitter，etC）、“Slノ，ではじまる単語は「スルスル、ヌル  

ヌル」するイメージのものが多い（slide，Slime，Slip，  

slither，etC）。このように舌と口腔で作られるある特定  

の音はイメージが共通する場合がある。これも、言葉  

への意識づけの一つの側面であろう。  

4．3 句読法について   

第2章でも出た表記上のことで、もう1つ付け加え  

る。PoohとPigletが得体の知れぬものを追跡してい  

る時に、もう1つ得体の知れぬものの足跡が加わる。  

そのときのPoobの台詞は以下のとおりである（下線  

は筆者）：  

‘1t’saveryfunnything，butthereseemstobetwo  

amimalsnow．  

This∵坤has beenJOlned by  
吋二and two ofthem are  
PrOCeedingincompanyこ乃   

上の下線部にはダッシュとハイフンが使われており、  

レポーターの生徒はどう解釈したらいいかわからなか  
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wordsを使って相手に煙に巻く 一落語で言う町内の  

ご隠居さんのようなイメージだ。呼び鈴に書いてある  

注意書きも実はCbristopberRobinが書いたものだが、  

それ自体がむちやくちゃなっづりなのに、誰も正しい  

つづりがわからないので、そのまま通ってしまってい  

る、というのもそれぞれのズレが微妙に重なり合って  

ほほえましい。  

の言葉遊びが一番気に入っている。また、ここを日本  

語版で読むと「まず、薄謝を贈呈することとする」と  

してあり、reWardの部分を「薄謝」とすることで「ハ  

クショッ」に近づけているのはさすがである。   

言葉の中には、文脈に適したある言語使用域  

（register）があり、丁寧な形、といわれているものでも  

親しい人との間で用いれば却って「ちぐはぐ感」が出  

ること、という点も言葉の意識づけとして大切なこと  

である。  5．2 青葉遊びの例2   

言葉遊びとしては、上に述べたEeyoreの字句どお  

りに取る部分が1つ。もう1つは、0Ⅵrlが用いる硬い  

言葉をp∝血が知らないため、自分の知っている単語  

に近いものに聞き間違える、というのがある。例えば、  

「どうしたらイーヨールを助けられるだろう」という  

質問にOwlが答える場面（下線は筆者）：  

Owl：Weu，thecustomarvT）rOCedureinsuchcasesis  

as氏）nOWS．  

Pooh：What does CrustimonevProceedcake mean？   

ForIam aBearofV由yLittle Brain，andlong   

wordsBotherme．  

Owl：ItmeanstheThingtoDo．   

上の下線のように、P00h は procedure を  

pmceedcake（＝Seedcake？）と好物の食べ物に聞き違え  

てしまう。ただ、Owlも硬い言葉を使わなくてもt血e  

Th血gtoDoと初めから言えば済むことなのだ。この  

やりとりに続く場面が秀逸の言葉遊びになっている  

（下線は筆者）：  

0：The thing to dois asfo1lows．First，  

持さW革坦．men－  

P：Justamoment．仲丑atdowedoto this－What   

youweresaying？％usneezedjustasyouwere   
golngtOtellme．  

0：Ⅰ血血富sneeze．  

P：Yらs，yOu舶d，Owl．   

ここでは、IssueaRewardとして「（しっぽを探し  

た人に）報酬を出すこと」を提案する。ところが、PooIl  

は誌sueがわからず、aCh00というくしやみの音と聞  

き違えてしまうのだ。ここはまさに、いかに  

杵k旭ゐ一班β伽を音で聞くものとして味わっている  

か、ということが重要になってくるところだと思う。  

耳に適sueという音が響かなければ、音より先に  

issue＝発行する、と頭で訳してしまったならば、ここ  

の言葉遊びは理解できないであろう。個人的には、こ  

5．3 Nur＄ery Rhymeの効用   

また、今回残った時間にNurseryRhymeにある  

“ThreeBlindMice”を扱った。音に対する意識づけと  

いう目的もあったが、文化祭でクリスティの『ねずみ  

とり』を演じたクラスの生徒がおり、その中でこの詩  

が重要な役割を果たしているので、原文を紹介する意  

味もあった。歌詞は以下のとおり：  

Threeblindmice，threeblindmice，   

Seehowtheyrun！seehowtheyrun！  

Whocutofftheirtailswithacarvingknifb，  

Didyoueverseesuchathinginyourlife，  

Asthreeblindmice，threeblindmice．   

テープを2，3回かけると、リピートの指示もしな  

いのに生徒がどんどん歌い出したのには驚いた。節を  

知っていたということも大きかったろうが、やはり原  

文の音の面白さが大きいのではないかと思う。Wbo  

CutOぽ．‥のあたりは、決して易しくないのだが、結構  

順応して、3グループに分けて輪唱までしてしまった。  

あらためて、詩のリズムのもつ魔力に驚かされた。中  

学の低学年で、こうしたリズムに浸らせることは大き  

な意味があるのではないか。   

6．第5章とストーリー展開と多様な朗読  

6．1この章の概要とストーリー展開の面白さ   

第5章は、Christopher Robinが、何気なく  

（carelessly）「今日Heffalumpを見かけた」という。  

そこで、PoobとPi由etは自分達も知らないその生き  

物を摘まえる計画を立てる。蜂蜜をおとりに落とし穴  

に落とすことにし、Poobは蜂蜜を取りに行くが帰る  

道々、平らげてしまい、ほぼ空になった蜜壷を穴に入  

れる。2人は翌朝会う約束をしそれぞれ家に戻るが、  

PoohはHe飽1umpが蜜を平らげている夢を見て夜中  

に目が覚め、（自分が既に平らげているのにもかかわら  
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ず）不安になって、穴に戻る。一方、Pigletは夢で  

Heぼ最umpのイメージが膨らみすぎ疑心暗鬼になり、  

Poohより先にとりあえず穴に様子を見に行く。そこ  

で蜜壷が抜けずにもがいている Poob を見て  

HeffalumPと思い込み、慌てふためいてChristopher  

Robinに助けを求め、その正体が明らかになる。   

粗筋だけでも、今までより長くなってしまったこと  

でわかるとおり、第5牽からは話がより長く複雑にな  

る。2人の掛け合いや、別れた後のHe鮎1umpに対す  

る夢の違いなどがおかしい。特にこの章はngletのほ  

うにより焦点が当たっているので、彼の小心者である  

点が、色々な描写から読み取れる。やはり、He飽1ump  

という音の響きの持つ怖さがあると思う。何となくふ  

わふわした巨大なカタマリのようなイメージだ。特に  

疑JL、暗鬼になったPigletが実際にHe鮎1umPと思し  

きものを見て、助けを求める時のあわてぶりがいい。  

以下のとおり（下線は筆者）：  

Pig：Help，help，aHe肋1ump，aHorribleHefhlumT）  

Help．Help，aHerribleHo肋1uml）．  

Hoff、Ho軋aHellibleHorralumP  

Ho軋Hou．aHo鮎bleHenerump！  

始めはHorhble Heぼ最umpだったのが、どんどん音  

が入れ替わってしまい、最後はHo鮎ble HellerumP  

になってしまう。こういうのは理屈なく楽しい。  

りの様子は以下のとおり：   

The Sun was stillin bed，but there was a  

lightnessintheskyovertheHundredAcreWood  

Whichseemedtoshowthatitwaswakingupand  

WOuldsoonbekickingofFclothes．  

明け方の見事な－しかし子供にもイメージし易い－  

比喩ではないだろうか。MarkTwainの払軋励明職・  

の中に2ページにわたって森の夜明けの描写があるが、  

優れた作家の描写というのは、イメージが膨らみ実体  

験しているようで気持ちがいい。   

7．第6章と会話のストラテジー、心の動き  

7．1この章の概要   

第6章は、Eeyoreが自分の誕生日なのに誰も祝っ  

てくれないと嘆いているところをPoobが通りかかり、  

家に戻るとPigletがいたので誕生日のことを告げ、自  

分は蜂蜜をプレゼントするという。Pigletは風船にし  

ようと決め、家に戻る。Poohは蜜壷を抱えてEeyore  

の家へと向かうが、陽気がよく、お昼の時間も近づき  

つい蜂蜜を平らげてしまう。仕方ないので、空の壷に  

「誕生祝い」と書いてもらって送ろうとOwlのところ  

に行く。ここでのPoobとOwlのやり取りが読みどこ  

ろ。一方Pigletは風船を抱えてPoohより先んじよう  

と急ぐのだが、石につまづき転んで風船を割ってしま  

す。気まずい思いでEeyoreのもとへ行く。恐る恐る、  

途中で風船を割ってしまったことを打ち明ける。がっ  

かりすると思いきや、Eeyoreはそれが気に入り、おり  

しもPoohがプレゼントの壷を持ってくる。普通の風  

船なら入らないのに、破れた風船なので壷に入れるこ  

とができEeyoreは出し入れして大喜び。Pooh と  

Pigletもホッとする、という話。この章では久々、最  

後に父と息子の会話が飛び出す。   

この章も結構長い話だが、ストーリー展開より会話  

の間とかストラテジーに面白さがあるように思われる。  

第5章は現実には起こり得ないようなストーリーだっ  

たが、第6章の状況は現実にも起こりうるものである。  

風船とか壷でないにしろ、誰かにプレゼントをする際、  

他の人と同じものを用意してしまったり、贈ったもの  

に傷がついていたりして、気まずい思いをしたりする  

ことは誰にでもあることである。そういう状況を考え  

ながら、この章に出て来るやり取りを見ると、その間  

やストラテジーの巧みさに改めて気づくと思う。  

6．2 朗読のバリエーション   

また、この章にはPoohのHunny（＝honey）の歌も出  

てくる。実は、大抵の詩の朗読は前述のBennettの朗  

読では割愛されている。ところが、仲払か元一虎erfもα占  

の朗読のUnabridgedversionを見つけたので、詩の  

部分は、そちらの朗読を聞かせた。PeterI）ennisが読  

んでいるもので、ChristopherRobinMilne自らが、  

推薦している（A．A，Milne，s POOH CIJASSICS，  

BlackstoneAudiobooks）。Bennettに比べると、読み  

方が少し速い。また、Pidetの台詞はいちいち“oink”  

という鼻を鳴らす音が入るので、少し耳障りと思う人  

がいるかもしれない。ただ、これが絶対という朗読は  

ないので、色々な朗読を聞き比べるのはいいことだと  

思う。   

面白さに紛れて見落としがちだが、Poohの話には、  

いかにも詩的な自然の描写がところどころにある。こ  

の章では、Poohが明け方落とし穴に戻る際の、あた  
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7．2 会話のストラテジー   

まずEeyoreとPoohの会話で始まる。相変わらず  

Eeyoreの発言はわかりにくい。ところどころ、突然  

NurseryRhymeの叫節が入ったりする（Herewe go  

‘roundthemulberrybush）。Poohもどう反応したら  

いいかわからず、次のような詩を歌う：  

“CottlestonPie”   

Cottleston，Cottleston，CottlestonPie，   

Anycan’tbird，butabirdcanflyl   

Askmearid．dleandIreply：   

‘Cottleston，Cottleston，CottlestonPie．，   

2行目のAfLycan’tbird，butabirdcanfly．などはナ  

ンセンス詩という気もしなくはないが、韻を踏んでい  

てリズムよく、なにか頭に残る詩である。そのあと、  

EeyoreはPoohに自分の誕生日であることを告げるの  

であるが、その時っていき方が結構巧みである。以下  

のとおり：  

Pooh：Ybuseemsosad，Eeyore．  

Eeyore：Sad？Why shouldIbe sad？It’s my  
birthday．Thehappiestdayoftheyear．  

Poob：Yburbirthday？  

Eeyore：Ofcourse．Can’tyousee？Lookatallthe  

PreSentSIhave had．Look at the birthday  

Cake．Candlesandpinksugar．  

Pooh：Presents？ Wnere？  

Eeyore：Can’tyouseethem？  

Poob：No．  

Eeyore：NeithercanI．Joke．Ha，ha！   

架空のプレゼントを見せられて、「冗談さ」と言われ  

れば、相手は「何かプレゼントしなくては」という気  

持ちになるのも当然である。Eeyoreは天然ボケのよう  

なところがあるから、何もたくらんでやったわけでは  

ないのだろうが、普通に考えると、あるストラテジー  

が働いているように思える。   

次にPoohがプレゼントするつもりだった蜂蜜を平  

らげてしまって 0Ⅵrlのところに行き、蜜壷に，A  

HappyBirthday”と書いてくれと頼む場面。Owlはも  

ちろんつづりに自信がないのだが、そんなことはおく  

びにも出さず、次のように言う：  

Owl：Can you read，Pooh？（alittle anxiously）  

There’s a notice about knocking andringlng  

OutSide my door，Which Christopher Robin   

WrOte．Couldyoureadit？  

Pooh：ChristopherRobintoldmewhatitsaid，and  

よ占e乃Icould．  

Owl：Well，Ⅰ’11tellyou what tbigsays，and then  

you’11beableto．   

Owlは字が読めるか直接聞くことはせず、しかし、  

Poobが字が読めないと確認してから、自分の不正確  

なつづりで書くのである。ここにも会話のストラテジ  

ーがあり、Owlの老檜振りがうかがえる。  

了．3 会話の間、心の動き   

Pigletが、仕方なくEeyoreのところに破裂した風  

船の残骸（dampra∂を持っていく場面で、次のような  

会話がある：  

Piglet：Manyhappyreturnsofthedayl  

Eeyore：Meaningme？  

Piglet：Ofcourse，Eeyore！  

Eeyore：Mybirthday？（しばらく続いて）  

Piglet：Apresent．  

Eeyore：Meaningmeagain？  

Piglet：「詣s．  

Eeyore：Megoingtohavearealbirthday？  

Piglet：Ybs，Eeyore，andIbroughtyouaballoon．  

Eeyore：励肋以コア  

肝JL、の風船が割れているのを知らせて、  

Piglet：Ibursttheballoon！（長い沈黙）  

Eeyore：Myballoon？（Pigletnodded）Mybirthday  

balloon？  

Piglet：Y由，Eeyore．Hereitis．（dampragを渡すと  

‥．）  

Eeyore：Isthisit？  

Pigletnodded．  

Eeyore：Mypresent？  

Pigletnoddedagain．  

Eeyore：Theballoon？  

Piglet：Y由．  

Eeyore：Thankyou，Piglet．   

少々引用が長くなったが、PigletとEeyoreの短い  

やり取りには、ある緊張感がある。とりわけ、風船を  

プレゼントすると喜ばせておいてから、その肝心な風  

船が破裂していると言った後のEeyoreの“Isthisit？”  

“Mypresent？”“Theballon？”と聞き返す様子は、状況  

やイントネーションによっては、ひどく恐ろしい状況  

にも思える。つまり、「こんな破裂したものが、僕への  
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プレゼントだって？バカにするな！」というような反  

応も十分考えられるのである。しかし、最後ぽ‘Thank  

you”ということで、読者は「やれやれ」と思うのである。  

ここでは会話の「間」が非常に重要になってくる。   

Eeyoreに感謝されたものの、どこか後ろめたい  

Pigletだったが、そこにPoohが現れ、こちらは何の  

後ろめたさもなく蜜壷をプレゼントする。Eeyoreは、  

こちらも気に入り、しかも風船が入るので、出し入れ  

に夢中になる。結局めでたしなのだが、普通に考える  

と、プレゼントを贈った側も贈られた側もひどく気ま  

ずくなりそうな状況で、みんな適度にズレている結果、  

丸く収まったという印象で、この章の面白さはそんな  

ところにもあるのではないだろうか。  

いところでは「ExpotitionにはⅩがある」という意味  

でPoohがIthadan“Ⅹ”と言ったところ、PigletはIt  

isn’t their necksImind と答える。つまり、an  

“Ⅹ（＝eCks）”→anecksと取っているわけである。これ  

は言語学でいう異分析（metanalysis）という現象で、a  

nicknameが本来anekena皿eから来ているのはその  

例である。   

掛詞の例としてはChristopherRobinが”ambush”  

と言ったところをPoohはbush（薮）の一種と思  

い、”gorsebusb（ハリエニシダ）”のことを話題にする。  

つまりbushの部分に2重の意味を掛けているわけで  

ある。もう1つは、この章の話題の中心NortIIPole  

のPoleに「北極」の「極」と「さお」の意味が掛けられて  

いる。もっとも、英国の子供達もNorthpoleと聞くと  

北極点に何か目印の棒のようなものが立っていると思  

うらしいので、これはそのあたりを利用しての言葉遊  

びともいえる。   

この章は、偶然とは言えpoleを見つけたPoohが最  

後はヒーローになる。第9章でもPoohはPigletを救  

出の立役者となる。その意味では第10 章の  

ChristopherRobinがPoohpartyを開く伏線になって  

いるともいえるのではないか。  

7．4 生徒の感想   

生徒の感想としては「イーヨーとピグレットの風船  

の時の会話が面白かった。イーヨーの天然な雰囲気は  

読んでいると非常になごむことが出来た」「それぞれの  

キャラクターの特徴がフルに生かされていて楽しかっ  

た」「小心者のピグレットがふうせんをわって世界中が  

爆発したみたいだと思ったところがかわいかった。む  

ちやくちゃな話だけどほのぼのしている」など。また、  

原文でOwlのHappyBirthdayのつづりがでたらめな  

ところは、レポーターも「おたんひゆひょうひ おめ  

でと」などと訳しており、言葉遊びにも敏感になって  

きたことが伺えた。   

8．最終回：第8章と生徒の発表  

臥1この章の概要と青葉遊び   

講座の最終回は第8章のレポートと講座を終えての  

生徒の感想など発表に当てた。なお、扱えなかった7  

章、9章、10章については、冬休みの課題として「ど  

れか1つの章について要約と感想、そこに用いられて  

いる言葉遊びなどについてレポートを提出」するよう  

求めた。   

第8章はChristopherRobinの提案でNorthPole  

の探検（Expedition）に行こうというもので、これまで  

の全ての登場人物、総出演である。また、詩あり、言  

葉遊びあり、掛詞ありで、楽しませてくれる。   

詩としては、始めの方でSingHo！Forthelifeofa  

Bear！という調子のいい詩がある。また、単語の聞き  

違えとしてChristopherRobinが Expeditionと  

言ったのをPoohはExpotitionと思ってしまう。珍し  

8．2 生徒の発表   

最終回の後半2時間を生徒の発表に当てた。それま  

でも、各回の終わりに短い感想は書いてもらっていた  

が、大抵は4～5行の感想で、それほどそれぞれの生  

徒独自の意見が出ているという様子でもなかった。全  

体を読み終えて、もう1度まとめてみるのも意味があ  

ることではないかと思ったのだ。実際発表させてみる  

と、やはり色々な意見が出て興味深かった。人気キャ  

ラクターとしてEeyoreの名が結構あがっていたのは  

少し意外であった。また、ディズニーのプ一物語との  

違いについて指摘したものもあった。ディズニーラン  

ドの「プーさんのハニーハント」に行った体験談を述べ  

たものもいた。   

発表のポイントは以下のとおりである：  

・「まとめ」として1人10分、発表を行う。  

・内容①英語によるスピーチ（1～2分）  

（例）MyfavoriteCharacterinthestory  

②日本語による補足、言葉遊びなど研究したこ  

と、原作とディズニーアニメの違い、  

この講座で発見したこと etc．（7分）  
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（3－A M）   

Hello，eVeryOne．TbdayI’m golng tO tellyou  

about di鮎rence between the orlglnal  
Winnie・the－Pooh and Disney version of  
Winnie－the－Pooh． There are many diffbrence．  

First，Disney version ofWinnie－the－Poohis more  

丘ctitiousthantheoriginal．Forexample，Chapter  

2“PoohGoesVisitingandGetsIntoaTightPlace”・  

LastlyPoohbecamefreeintheonglnal，butlastly  

Poohjumpedtoohigh1yandhe且ttedinholeofthe  
trunk andthereweremuchhoneylnitinDisney  

version．Second，neWCharactersappearinDisney  

version．Theyare＊TiggerandGopher．Tiggeris  

atiger．Gopherisasqulrrel．EspeciallyTiggeris  

animportan七Character．Theorlglnalisinteresting・  

And Disney version of Winnie－the－Pooh is  

interesting，tOO．  （3・B W）  

☆¶鍔erは2冊目の7鮎励びgeaf助成α1mαで初  

登場するキャラクターなので、今回読んだ本では出て  

こなかった。Gopherは純粋にディズニーで生まれた  

キャラクターである。   

③テープの中の言葉遊びで、マスターしたもの  

を1つ披露する。   

いくつかの生徒の例を挙げる。（微修正を除き、ほぼ  

原文のまま）   

Hello，eVeryOne．Thetitleofmyspeechis‘Ⅶy  

does this Pooh story fascinate us？”WhenIread  

this book‘‘Winnie－the・Pooh”，Ⅰfeelhappiness and  

Warmth．Maybe，eVeryOneherefbelthem，tOO．So  

Ithoughtwhythis story sofascinates us．There  

aretworeasons，Ithink．   

First，Poohandtheirfriendswerefriendlyeach  

Other．There were many kinds of amimals but  

everyoneinthisstorywastalkingwithoutthinking  

about their kind and condition．So whenwe read  

thisbook，Wedon’thavetothinkwithoutenJOylng  

thisstorysimply．   

Next，the terms he and hisfriends used were  

interesting．IthinkPoohwasespeciallycute．His  

thoughtwas meanlngless，butit was his thought  

thatwefeelfunnymost．（3・A T）   

Hello，eVeryOne．Tbday；Ⅰ’m golng tO tellyou  

about my favorite characterinthe story and my  

favoritechapterofthebook．   

MyfhvoritecharacterinthestoryisEeyore．He  

isanoldgraydonkeylHeisgloomy．Inchapter4，  

his characterappearedverywell．Butinchapter  

lO，hemakesamistakeJlethinksthepartyisfor  

himself．AndthenEeyore，Whoisalways gloomy；  

makes a speech cheerfully But heis told“this  

PartyisforPooh．”Thenhebecomesgloomagaln．  

Because ofthis action and his character；Ilove  

Eeyore．   

NextmyfavoritechapterofthebookischapterlO．  

Thereare払urreasons．  

First，there areal1characters ofthe storyinthis  

Chapter．Second，Eeyore’smistakeis veryfunny．  

Third，Pooh thinks that“B”whichis markedin  

PenCilisfor“Bear．”ThisPooh’scharactermustbe  

loved．Fina11y；intheendofthischapter，thescene  

ofthis story changes to（the onein which）A．A，  

Milne and Christopher Robin was talking．  

Readersaredrawntorealityinthisbook．  

My払voritechapterofthebookis“Chapter4in  

Which Eeyoreloses atailandPooh鼠nds one．”I  

likeit becausein this chapter，Owlis a very  

important character and he is the most favorite 

Characterofmine．Ⅰ’mgolngtOtellyouwhyIlike  

hm．  

Inthisbook，PoohthinksthatOwkiswisebecause  

heisverygoodatwritingandreading，butactual1y  

heisn’treallysogood．Heisn’tsureofhowtospell  

WOrds，but he wouldn’t say he can’t spellthem，  

because he wants everybody tothink heis wise．  

Heuseslongwordstosaythings．Iliketheseways  

Ofshowingoff；soIlikehimthebestinthisbook．  

Inthis class，We have been talking about word  

Play；SOIwilltellyou about word playin this  

Chapter．   

Thefirst oneisfrom Owl’slines．When Pooh  

asksOwlhowto丘ndthetail，OwIsays，“Firstissue  

a reward．．．”and Pooh thinks that OwIsneezed  

When he was talking．Pooh thought OwIsaid  

“achoo．” This word play makes me think the  
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told by Milne to Christopher，and he does  

adventuresintheforest．   

There are many more unlque Characters，but  

thosearetwomostimportant．  

（3－C H）  

9．おわりに   

数年前にI馳刀元一班e勃α占の魅力に取り付かれて、  

今回「テーマ学習」という形で生徒と本を読んでみた。  

中学生でどのくらい読めるか不安な部分もあったし、  

最初のころは言葉遊びなどにも無頓着であったが、回  

が進むにつれて、言葉への意識は確実に高まったと思  

う。何より、Poohの持つ魅力、言葉のリズムの快さ  

などに生徒が引っ張られたのが大きな要因だと思う。   

機会があれば、今度は高校生のゼミなどでどんな反  

応があるか見てみたい。  

Writeris smart because the word“issue”really  

SOundslikeOwIsneezed．   

Thesecondoneisfromthepoem．Itsays“ata  

quarter to two（onlyit was quarter to eleven，  

really）．”Thispoemusestheword“two”becauseit  

rhymeswith“Pooh．”Ithinkthewriterhasagood  

SenSeOfwritingpoems．  

（3・B O）   

Myfavoritechapterofthebookischapter4．The  

titleis“In Which Eeyore Loses a Tailand Pooh  

l Finds One．” Ilikeit because Ithink the  

Characters’personalityiseffbctiveinthischapter．   

Eeyorelost his tailand helooked sad．Then  

PoohfoundEeyore’stailhadbeenlost，SOhelooked  

forit．PoohvisitedOwl．Heaskedhimhowtofind  

thetailforEeyore．ButOwlusedit董brbell－rOPe．  

PoohfounditandgotitbacktoEeyore．  

Ithinkthepunchlineofthisstoryisalsofunny二  

Owlgot the tailin the fbrest．Thatis to say，  

Eeyoreis unconscious oflosing his tail．Then  

Christopher Robin attachedit to Eeyore by nail．  

Thismeans Eeyoreis onlyastuffbdanimal．But  

evensoIthinkheisveryinsensitive．   

Anyway this storyisfo01ish and familiar氏Ir  

children．  （3－C A）   
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TherearemanycharactersinthestorylSoIwill  

talkaboutthecharacters．   

First，Winnie－the・Pooh．Ithinkthatheisoneof  

thefunniestcharactersinthe＄tOrylHehasvery  

littlebrain，SOhecan’tunderstanddifficultwords，  

andsometimeshethinksofordoessomethingvery  

fo01ish．Forexample，hewasgolngtOuSehoneyto  

CaPtureaheffalump，buthethoughtthatitmight  

besomethingelse，SOheateitalittle，andallofitat  

last．Ant other time，he was golngtO glVeit to  

Eeyoreasabirthdaypresent，buthehadforgotten  

Whatwasitfor，SOheateit．Theymeanherea11y  

likeshoneytoo．   

Second，Christopher Robin．Heis A．A．Milne，s  

SOn，andonlyhumaninthisstory．Heisonlyaboy，  

butclevererthanothercharacters．This storyis  
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